
 

場所 

講座番号 

５０ 

印象派からの美術鑑賞入門 

アートは「好き嫌い」だから、アートを学ぶ必要があるのか、 

と言う人がいます。しかし、知識があればより楽しめるのです。 

野球でもルールやチーム､選手のことを良く知っておれば 

より面白くなります、それと同様です。 

印象派の画家達が、「何を、どのように表現してきたのか」 

にこだわりながら、名画の見方を身につけてゆきます。 

 

 

 日程 内容 

1 ４╱16 印象派とその時代 

2 ４╱23 マネが「印象派の父」と呼ばれる理由 

3 ４╱30 モネと睡蓮 

4 ５╱7 ルノワールの女性像 

5 ５╱14 ゴッホのひまわりは１２本！ 

6 ５╱21 セザンヌのどこが凄いのか 

7 ５╱28 印象派と２０世紀絵画 

 

 

 

とよあけ市民大学「ひまわり」 

講座名   

   印象派からの美術鑑賞入門 

日時 

回数 

受講料 

名古屋短期大学名誉教授 

 

        4,900円 

500円 
 

筆記用具 
持ち物 

定員 

２０名

「￥名

名 

 

プロフィール 

教材費 

      4/16 4/23 4/30 5/7 5/14 5/21 5/28（火） 

        13：30～15：00 
中央公民館 視聴覚室              ７ 回   

講師名 

松崎悟 

 


